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【研究開発課題】

幼児の発達と学びの連続性を踏まえた
幼稚園の教育課程（３歳児〜５歳児）の編成及び
保育の実際とその評価の在り⽅についての研究開発

お茶の⽔⼥⼦⼤学附属幼稚園

令和４年度 研究開発学校フォーラム

東京都⽂京区

幼

こども園

ナーサリー

⼩ ⾼

中

幼児の発達と学びの連続性を踏まえた
幼稚園の教育課程（３歳児〜５歳児）の編成及び
保育の実際とその評価の在り⽅についての研究開発

平成３０年度 から 令和４年度
2018年〜2022年 （5年間）

（３歳児～５歳児）

幼稚園

研究の⽬的と仮説

２歳児の育ちを理解して受け⼊れ、
３歳児〜５歳児の保育の質を保障し、
⼩学校へとつなげていく⼒が必要

核家族化
情報化 等

家庭や地域における
教育⼒の低下

情報の氾濫
⼦育ての不安・悩み
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研究の⽬的と仮説

⼦育て環境の変化
核家族化・少⼦化

⼦育てと仕事の両⽴（職場環境）
⼦育て情報の氾濫

家庭や地域における
教育⼒の低下

⼦育ての不安・悩み

研究の⽬的と仮説

⼦育て環境の変化
核家族化・少⼦化

⼦育てと仕事の両⽴（職場環境）
⼦育て情報の氾濫

家庭や地域における
教育⼒の低下

⼦育ての不安・悩み

幼稚園等施設の保育者も
保育に悩み・⼾惑う

⼦育ての不安・悩み（３歳児～５歳児）

幼稚園

（３歳児～５歳児）

幼稚園

研究の⽬的と仮説

核家族化
情報化 等

家庭や地域における
教育⼒の低下

情報の氾濫
⼦育ての不安・悩み

２歳児の育ちを理解して受け⼊れ、
３歳児〜５歳児の保育の質を保障し、
⼩学校へとつなげていく⼒が必要

・幼稚園⼊園前からの接続と
⼩学校への接続に着⽬した
教育課程を編成する

・社会に開かれた
教育課程の編成を⽬指す

研究の⽬的と仮説

教育課程
（３歳児～５歳児）

幼稚園

入
園
接
続
期

２歳児

幼
小
接
続
期

小学校
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・幼稚園⼊園前からの接続と
⼩学校への接続に着⽬した
教育課程を編成する

・社会に開かれた
教育課程の編成を⽬指す

研究の⽬的と仮説 研究の経緯

グランドデザインの⾒直し及び教育課程試案の修正
２歳児の⽣活及び⼦育ての実態調査

家庭との対話
保育記録の改良

２年次

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

４年次
教育課程に基づいた保育実践及び教育課程の修正
接続期カリキュラムの修正
地域とのつながり
研究成果の発表

教育課程試案の編成
２歳児の育ち、保育の現状把握１年次

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

研究の経緯

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

教育課程試案の編成
２歳児の育ち、保育の現状把握１年次

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

幼

こども園

ナーサリー

２歳児の育ちとは…
・⾃我の育つ時期
・「⾃分」が尊重されることで

世界が広がっていく

⼊園の頃の保育
・２歳児とのつながりを考え、
園⽣活をゆるやかにスタート

・分散登園、⾏事の⾒直し等

グランドデザインの⾒直し及び教育課程試案の修正
２歳児の⽣活及び⼦育ての実態調査

家庭との対話
保育記録の改良

２年次

研究の経緯

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

幼

こども園

ナーサリー

「⼦どもの⽣活及び保護者の⼦育て
に関する意識と実態調査」

・時期︓2019年10⽉
・対象︓⽂京区内の乳幼児施設３歳児の保護者234名
・内容︓⼊園先を決めたとき/⼊園･進級前/⼊園･進級当初/

現在の４つの時期
⼦どもの⽣活時間、保護者の⼦育ての悩みや楽しさ、
相談相⼿、園や環境への要望など、全52項⽬
選択式もしくは⾃由記述形式で回答

・結果︓⼊園時に育児不安が強い⼈は、
周囲に相談することが難しい傾向にある

⼊園・進級後、⼦育て意識に変化があった⼈は、
育児不安が⼤きい傾向にある

２歳⇒３歳 物理的・精神的に段差が⼤



4

研究の経緯

グランドデザインの⾒直し及び教育課程試案の修正
２歳児の⽣活及び⼦育ての実態調査

家庭との対話
保育記録の改良

２年次

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

４年次
教育課程に基づいた保育実践及び教育課程の修正
接続期カリキュラムの修正
地域とのつながり
研究成果の発表

教育課程試案の編成
２歳児の育ち、保育の現状把握１年次

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

家庭との対話
【ホットモタイム】

研究の経緯

グランドデザインの⾒直し及び教育課程試案の修正
２歳児の⽣活及び⼦育ての実態調査

家庭との対話
保育記録の改良

２年次

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

４年次
教育課程に基づいた保育実践及び教育課程の修正
接続期カリキュラムの修正
地域とのつながり
研究成果の発表

教育課程試案の編成
２歳児の育ち、保育の現状把握１年次

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

「育育⼿帖」の
発⾏・配布

研究の経緯

グランドデザインの⾒直し及び教育課程試案の修正
２歳児の⽣活及び⼦育ての実態調査

家庭との対話
保育記録の改良

２年次

３年次

教育課程試案の再修正
⼊園接続期カリキュラムの作成
幼⼩接続期カリキュラムの作成
家庭との対話
保育の評価の在り⽅について検討
⼤学と３園とが協同し、保育研修及び⼦育て⽀援事業として

「こどもフォーラム」を開催

４年次
教育課程に基づいた保育実践及び教育課程の修正
接続期カリキュラムの修正
地域とのつながり
研究成果の発表

教育課程試案の編成
２歳児の育ち、保育の現状把握１年次

「育育⼿帖その１」の発⾏・配布
家庭との対話

名⽬指定

幼

こども園

ナーサリー

保護者の⼦育て意識調査アンケート

園と保護者とのずれ

ゆるやかな保育の実践・ホットモタイム など

子育て中の保護者の傾向

子どもの自立を急ぐ

子育ての正解を求める など

【新しい教育⽬標】

・からだがじょうぶで、元気がよい。

・自分のことは自分でする。

・友だちと仲よく遊ぶ。

・ものごとにいきいきした興味をもつ。

・思ったことははっきり話し、人の話をよく聞く。

・創意工夫したことを楽しんで表現する。

【従来の教育⽬標】

グランドデザインの⾒直し

・具体的で分かりやすい
・これらの⽬標が
到達項⽬、評価項⽬として
捉えられかねないのでは︖

・「⽬標」という表現はどうか︖

教育⽬標を「⼦どもへの願い」へ
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⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義

これら３つの願いは、互いにつながり合っている

＊「⾃分のことを⼤切にする」ためには、
「⾃分は⼤切にされている」と感じられることが前提

＊⼤切にされているという感覚を持つことが、⾃分だけではなく、
「周りの⼈も⼤切、みんなが暮らす環境も⼤切」という気持ちに
つながっていく

⼦どもへの願い
・⾃分のことを⼤切にする
・周りの⼈を⼤切にする
・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義

「⾃分のことを⼤切にする」

園⽣活でありのままを受けとめられ
「⾃分は⼤切にされている」

感じられること

⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする

・周りの⼈を⼤切にする

・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義
「⾃分のことを⼤切にする」

周りの⼤⼈の関わりを通して
⼤切にされているという感覚を持つこと

⾃分だけではなく、

「周りの⼈も⼤切、
みんなが暮らす環境も⼤切」

という気持ちに つながっていく

園⽣活でありのままを受けとめられ
「⾃分は⼤切にされている」感じられること

「⼦どもへの願い」の意義

「⾃分のことを⼤切にする」

周りの⼤⼈の関わりを通して
⼤切にされているという感覚を持つこと

⾃分だけではなく、

「周りの⼈も⼤切、
みんなが暮らす環境も⼤切」

という気持ちに つながっていく

園⽣活でありのままを受けとめられ
「⾃分は⼤切にされている」感じられること

⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする

・周りの⼈を⼤切にする

・環境を⼤切にする

これら３つの願いは、
自分のことを大切にする

周りの人を大切にする

環境を大切にする

互いにつながり合っている
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⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義

これら３つの願いは、互いにつながり合っている

＊「⾃分のことを⼤切にする」ためには、
「⾃分は⼤切にされている」と感じられることが前提

＊⼤切にされているという感覚を持つことが、⾃分だけではなく、
「周りの⼈も⼤切、みんなが暮らす環境も⼤切」という気持ちに
つながっていく

⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義

これら３つの願いは、互いにつながり合っている

＊「⾃分のことを⼤切にする」ためには、
「⾃分は⼤切にされている」と感じられることが前提

＊⼤切にされているという感覚を持つことが、⾃分だけではなく、
「周りの⼈も⼤切、みんなが暮らす環境も⼤切」という気持ちに
つながっていく

もっと
説明が
欲しい

抽象的

⼦どもを中⼼に
捉えていて
温かさを感じる

⼦どもへの願い

・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

「⼦どもへの願い」の意義

これら３つの願いは、互いにつながり合っている

＊「⾃分のことを⼤切にする」ためには、
「⾃分は⼤切にされている」と感じられることが前提

＊⼤切にされているという感覚を持つことが、⾃分だけではなく、
「周りの⼈も⼤切、みんなが暮らす環境も⼤切」という気持ちに
つながっていく

⼦どもを中⼼に
捉えていて
温かさを感じる

保護者との対話を深め、
保育について共に探究していく

もっと
説明が
欲しい

抽象的

教育課程
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自
分
と
の

か
か
わ
り

人
と
の

か
か
わ
り

も
の･

こ
と
と
の

か
か
わ
り

関わりの視点で捉える教育課程
→「⼦どもへの願い」ともつながる

教育課程
自分のことを
大切にする

周りの人を
大切にする

環境を
大切にする

⼦どもへの願い
・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

自
分
と
の

か
か
わ
り

人
と
の

か
か
わ
り

も
の･

こ
と
と
の

か
か
わ
り

教育課程

自分のことを
大切にする

周りの人を
大切にする

環境を
大切にする

学 年

⼦どもの育ちの姿を
かかわりの観点で
学年ごとにまとめる

これまでの教育課程

教育課程
これまでの教育課程

教育課程

安心 出会い 葛藤 探求 安定

発
達
の
姿

内
容

各年齢の育ちの過程を示す
●3歳児●4歳児●5歳児

遊びを生み出す
「モノ」「ヒト」「コト」の３つの観点で

子どもが経験する内容を整理

ステージ
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教育課程

わかりやすさを踏まえて、学年ごとに表す

「⼦どもへの願い」と教育課程教育課程

表し方を変えたことで
学年間の段差の意識化・より丁寧な学年間の接続

入園接続期 幼小接続期

教育課程
発達と学びの連続性を踏まえた教育課程

⇒⼊園前からの接続と⼩学校への接続に着⽬

入園接続期 幼小接続期

カリキュラムの作成

教育課程
発達と学びの連続性を踏まえた教育課程

⇒⼊園前からの接続と⼩学校への接続に着⽬

入園接続期
カリキュラム

幼小接続期
カリキュラム
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教育課程
発達と学びの連続性を踏まえた教育課程

⇒⼊園前からの接続と⼩学校への接続に着⽬

接続期カリキュラムの作成

【子どもへの願い】

【子どもの育ちを支える
教師のかかわり】

入園接続期 幼小接続期

入園接続期カリキュラム 幼小接続期カリキュラム

【子どもの育ちを支える教師のかかわり】

接続期カリキュラムの作成

ゆるやかなつながり
安心

なめらかな接続
適度な段差

入園接続期カリキュラム 幼小接続期カリキュラム

身体性に意識をおいて子どもと
関係を作っていく

子どもたちの
関係を支える

【子どもの育ちを支える教師のかかわり】

入園前の子どもの育ちを踏まえ、入園に伴う子どもと保護者の期待や不安などを受け
とめながら、家庭と園とがゆるやかにつながり、安心感を得られるように支える時期。

【子どもへの願い】

～子どもとのかかわり～
・あたたかい雰囲気の中で、子ども一人ひとりが安心して

いられるように
・子ども一人ひとりがあるがままに自分を表現できるように
・子どもの心が動き、体が自然に動いていくように

～もの・こと（環境）とのかかわり
・親しみを感じる遊具や拠り所となるような物
・物の色や質感
・やりたいと思った時にすぐできるような物の配置や空間構成
・子どもたちが安心して動いたり、集ったりできる場
・保育室周辺が拠点となるような場作り
・ゆったりした空間、雰囲気

～保護者とのかかわり～
・入園前の保護者の不安を和らげる・・・
・保護者一人ひとりとの信頼関係を構築する
・保護者が園生活の見通しを持てるようにする
・子どもの育ちの姿を、保護者との対話を通して

共有する
・保護者の「分からない」不安を受けとめ、一緒に

考えていく
・子どもの育ちをみんなで見守り、支え合う保護

者同士の関係作りを支える

⼊園接続期カリキュラム

自分のことを大切にする ： ありのままの自分でいられる

周りの人を大切にする ： 安心できる大人と出会う

環境を大切にする ： お気に入りのもの、好きなこと、安心できる場所がある

【キーワード】

ゆるやかなつながり・安心

入園前 3歳児 4歳児 5歳児 小学校

【子どもの育ちを支える教師のかかわり】

＊身体性に意識をおき、
子どもとの関係をつくっていく

・教師自身が体を動かし、関わることで、子どもの表現 （視線・表情・体温・
呼吸・身体のありようなど）を丁寧に捉え、思いを受けとめる。

・周りの子どもが見ていたり、感じていたりすることを意識して、
目の前の子どもと丁寧に関わる。

・・・子どものリズムを感じて動く 横並びで見る
ゆっくり話す ゆっくり聞く 一緒に笑う・・・など

子どものリズムを感じて動く･一緒に遊ぶよく見る・目線を合わせる･横並びで見る･ちゃんと聞く

手をつなぐ・抱っこやおんぶをする・しゃがむ･横並びで歩く

⼦ども⼀⼈ひとりの思いやリズムを感じながら、教師もいっしょに⾝体を動かすことで、
⼦どもとの距離が縮まり、つながりが⽣まれる

⼦どもの⾝体に触れたり、その傍らに寄り添うことで、⼦どもの体温や呼吸、まなざし
の先にあるものや思いに気付く

⾝体性に意識をおき、⼦どもとの関係をつくっていく

⼊園接続期カリキュラム
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人との関係や周囲の環境が大きく変化することに伴い、子どもたちの戸惑い・不安・期待・
緊張などを、幼小の教師が丁寧に受けとめながら、教師や友達との豊かな関わりを基盤に、
主体的に学ぶ姿勢を育む時期。（H13～15・H17～19研究開発より）

【子どもの育ちを支える教師のかかわり】

入園前 3歳児 4歳児 5歳児 小学校

～小学校教師とのかかわり～
・園生活での一人ひとりの興味関心、経験、育ちの過程を共有する

～保護者とのかかわり～
・もの、人、こととの関わりの中での子どもの育ち

を共有する
・子どもの育ち」をみんなで見守り、認め合う信頼

関係を構築する
・子どもの育ちを長いスパンで捉える見通しが持

てるようにする

～子どもとのかかわり～
・互いの思いや考えを伝え、相手の思いに耳を傾ける関わりが生まれるように
・違いを感じながらも、仲間として互いに認め合い、関わり合えるように
・仲間としての関わりの中で、その人らしさを充分に発揮できるように
・子どもたちがイメージを重ね、遊びや生活を主体的に進めることができるように

を意識

～もの、こと（環境）とのかかわり～
・みんなが集い、体験が共有できる場
・充実した活動のできる時間・空間
・今までの経験・体験とのつながり
・遊びと場、場とものの関係

【子どもへの願い】
自分のことを大切にする ： 自分に自信をもち、自分らしくある

周りの人 を大切にする ： 違いや多様であることを認めあいながら生活する

環境 を大切にする ： 仲間とともに丁寧に生活をつくりだす

【キーワード】

なめらかな接続・適度な段差

幼⼩接続期カリキュラム

＊身体性に意識をおき、
子どもたちの関係を支える

・子どもたちが自ら動き出すのを待ったり、任せたりしながら、
子どもたちが関わり合う姿を丁寧に捉えていく。

・子どもたちが自分たちで実現しようとしていることを受けとめ、
仲間としてともに考え、実現していく。

･･･ 言葉を補う 選択肢を広げる 投げかける 待つ
任せる 後押しする 仲間になる 場・遊びを支える… など

人との関係や周囲の環境が大きく変化することに伴い、子どもたちの戸惑い・不安・期待・
緊張などを、幼小の教師が丁寧に受けとめながら、教師や友達との豊かな関わりを基盤に、
主体的に学ぶ姿勢を育む時期。（H13～15・H17～19研究開発より）

【子どもの育ちを支える教師のかかわり】

入園前 3歳児 4歳児 5歳児 小学校

～小学校教師とのかかわり～
・園生活での一人ひとりの興味関心、経験、育ちの過程を共有する

～保護者とのかかわり～
・もの、人、こととの関わりの中での子どもの育ち

を共有する
・子どもの育ち」をみんなで見守り、認め合う信頼

関係を構築する
・子どもの育ちを長いスパンで捉える見通しが持

てるようにする

～子どもとのかかわり～
・互いの思いや考えを伝え、相手の思いに耳を傾ける関わりが生まれるように
・違いを感じながらも、仲間として互いに認め合い、関わり合えるように
・仲間としての関わりの中で、その人らしさを充分に発揮できるように
・子どもたちがイメージを重ね、遊びや生活を主体的に進めることができるように

を意識

＊身体性に意識をおき、
子どもたちの関係を支える

・子どもたちが自ら動き出すのを待ったり、任せたりしながら、
子どもたちが関わり合う姿を丁寧に捉えていく。

・子どもたちが自分たちで実現しようとしていることを受けとめ、
仲間としてともに考え、実現していく。

･･･ 言葉を補う 選択肢を広げる 投げかける 待つ
任せる 後押しする 仲間になる 場・遊びを支える… など

～もの、こと（環境）とのかかわり～
・みんなが集い、体験が共有できる場
・充実した活動のできる時間・空間
・今までの経験・体験とのつながり
・遊びと場、場とものの関係

【子どもへの願い】
自分のことを大切にする ： 自分に自信をもち、自分らしくある

周りの人 を大切にする ： 違いや多様であることを認めあいながら生活する

環境 を大切にする ： 仲間とともに丁寧に生活をつくりだす

【キーワード】

なめらかな接続・適度な段差

幼⼩接続期カリキュラム

・子どもは、関わりの中で育ち合う

・一人ひとりの育ちや体験を
小学校へとつないでいく

保育の評価の在り⽅

〜本園の保育の評価の在り⽅〜
⽇、週、期、年と、⼦どもの育ちについて、対話を⼤切にし、
省察を重ね、次のよりよい保育に活かしていく営み

※今年度は、地域との研究会「保育を語り合う会」実施→評価につなげる

次年度へ◎⽇の省察
→ ・学年ごとに、対話型マップ記録を作成

・保育者間で子どもの姿や思いを語り合い、振り返る
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次年度へ◎⽇の省察
→ ・ 学年ごとに、

対話型マップ記録を作成
・ 保育者間で

子どもの姿や思いを
語り合い、振り返る

次年度へ

２０２２年１１月②週案 【１１／７～１１／１１】３歳児 森の組・川の組  担任 佐藤 寛子・佐々木 麻美・田村 郁   お茶の水女子大学附属幼稚園 
前週の幼児の姿から 環境の構成・教師のかかわり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊週のねらい 
 

○秋の自然の中、教師や友達と一緒に、思い切り身体を動かす心地よさ

を味わう。              ＊小石川植物園遠足    

〇好きな遊びをみつけ、じっくり楽しむ中で、友達と出会い、関わりを

広げる。 
○身の回りのことに、一つずつ落ち着いて取り組む。 

〇秋の自然の中、思い切り身体を動かす気持ち良さを感じられるように。 
・教師も一緒に園庭の自然に触れ、風や雲の変化、空の高さを感じ、秋の季節を楽しむ。 
・走ったり、跳んだり、伸びたり、縮んだり、ゆっくり動いたり、はやく動いたりと、身体を動かす気持ち良さや楽しさを、友達や教師と一緒に味わえるようにする。 

 
ダンス・かけっこ ・ダンスやかけっこなど、子どもたちのまたやりたいという声に応じながら、学年混ざって一緒に楽しめるように、場を工夫していく。 
小石川植物園遠足 ・楽しく遠足に行かれるように、一緒に歩く、教師が見える所で遊ぶなど、園外で過ごす時の約束を分かりやすく伝える。 

・散策やお弁当、広場での遊びを通して、秋の自然の中で過ごす心地よさを味わえるようにする。 
・一緒にからだを動かして遊んだり、発見や不思議を共有したりしながら、友達と触れ合う楽しさを感じられるような雰囲気を作っていく。 
・みんなで一緒に出かけた嬉しさや、たくさん歩いた達成感を味わえる機会になるようにする。 

 

○好きな遊びを見つけ、自分の思いを表しながらじっくり楽しむ中で、友達と出会い、関わりが広がっていくように。 
・安心して、好きな遊びを見つけて動き出せるよう、一人ひとりと丁寧に関わる。 
・場を整える、ものの扱いや力の加減を伝えることで、気持ちよく遊び続けられるように支える。 

・一人ひとりの「好き」が重なり合い、互いにその面白さを共有し、出会いが生まれるように、場づくりや教師のかかわりを工夫する。 
・作ったものは、子どもたちが取り出しやすく片付けやすく、また周りの人が気づいて興味がもてるように、その置き場所を工夫し、再び遊びに使いたくなったり、

大切にしたりできるようにする。 

・友達と関わりたい気持ちが増えている中で、思いがすれ違うような場面では、互いにいろいろな思いがあることを感じられるように支える。 
 

製作・描画 ・子どもが扱いやすい材料を提供したり、落ち着いて取り組める場を整えたりして、一人ひとりのイメージを形にできるように支える。 
劇遊び ・誕生会の音楽劇をきっかけに、遊びの中で楽しみ始めた姿を大切にし、教師や年中・年長児と一緒に、なりきって遊ぶ楽しさを感じられるようにする。 

 

○身の回りのことに、一つずつ落ち着いて取り組めるように 
・身の周りのことを自分でやろうとする気持ちを支えながら、できるようになったことを共に喜び、自信につながっていくように援助する。 

・子どもたちが見通しをもって安心して過ごせるように、余裕のある時間配分を心がける。片付けの時間だけではなく、遊びの様子を見て、こまめに物を片づけた

り、整理したりし、気持ちよく過ごせるように配慮する。 
片付け・ものの置き場所、しまい方を再度丁寧に伝えていく。服を着替えてさっぱりする心地よさ、ものや遊具が元通りにおさまる気持ちよさなどを感じ、落ち着いた気持ちで弁当や降園

へ気持ちが向いていくようにする。 ※寒くなってきたこともあり、トイレが間に合わない人も多い。必要に応じて促すようにする。 
集まり・絵本を見たり、手遊びをしたりなど、みんなで過ごす時間を楽しみ、落ち着いた気持ちで挨拶し、一日を終えられるようにする。友達の後ろに並ぶということや、順番に降園すると

いうことを身体でわかっていくことが出来るよう支える。 

 

＊秋休みスタート（11 日(金)～１８日(金)）…しばらく幼稚園がお休みになることを伝え、再会することを楽しみに元気に過ごすよう伝える。 引き出しの中身（ただし、クレヨ

ンは置いていく）、着替え袋、外靴を持ち帰る。 ※保護者に衣類・靴のサイズの確認、衣替えなどをお願いする。 

７日（月） ８日（火） ９日（水） １０日（木） １１日（金） 
9:10～9:20 登園 
手洗い、水分補給 
遊びを見つけて過ごす 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:25 片付け 
トイレ、手洗い、水分補給 
身支度 
集まり 
11:00 降園 
 

＊小石川植物園遠足 
 （詳細は実施案参照） 
9:45～集合 
10:00 挨拶、話を聞く 
10:05 散策へ出発 
   広い場所でひと遊び、 

太郎稲荷にお参り？ 
 
10:35 山登り 
   到着、トイレ 
11:10 集合写真 
11:20 いただきます 
   食べ終わり、遊ぶ 
 
12:35 保護者と合流 
   少し遊んで集まる 
12:55 さようなら 

9:10～9:20 登園 
手洗い、水分補給 
遊びを見つけて過ごす 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:25 片付け 
トイレ、手洗い、水分補給 
身支度 
集まり 
11:00 降園 
 

9:10～9:20 登園 
手洗い、水分補給 
遊びを見つけて過ごす 
 
 
 
 
 
 
 
10:40 片付け・トイレ 
11:00 弁当準備 
11:20 いただきます 
   片付け・食休み 
   遊びを見つけて過ごす 
12:10 片付け・トイレ 
  手洗い・水分補給・持ち物

（引き出し・着替え・靴）持ち帰り・
集まり  

※森の組 お別れの会（丹下聡太さん） 
13:00 降園 

 
 検定準備のため休園 

職員会議 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 
佐々木 T早退 

 温水暖房機点検 15:30 ﾏﾝﾎﾞｰｸﾗﾌﾄ机 6台搬出 
） 

うた・手遊び：「どんぐりころころ」「大きな栗の木のしたで」「ミックスジュース」  踊り：「すすめ！だんごむし」「きみのぼうけん」  
絵本・紙芝居： 秋の自然に関するもの 

コト 
・年長・年中児のミカン採りに興味津々の子どもたち。先週もじっくり見つめる姿がたくさ

ん見られた。「やってみたい」と声を上げ、台の上に乗ったものの、精一杯手を挙げて
も、なかなか届かないことがわかり、大きい組にとってもらうようにお願いしている姿も
見られ、自分のできること、できないことを感じたり、年長児はすごいなぁと憧れたりし
ている様子が窺えた。お帰りにみんなでミカンの味見。酸っぱい顔をして、「おいし
い！」という人もあり、「明日は、とるぞ！」と張り切る声も聴こえた。 

・降園時に森の組で、「あるある、ないない」ゲームをした。「八百屋さんにあるものね」と
前置きをし、「じゃがいも」「あるある」「にんじん」「あるある」「パンツ」「ないない」…。八
百屋のお店に並んだ～の手遊びだが、みんなよく聞いてｵｰﾊﾞｰアクションで楽しんで
いた。集まりの時間にほんのひとときだが、みなで楽しむ雰囲気が生まれつつある。 

・プラタナスからたくさんの葉が落ちてきて、朝、寄せておくと、子どもたちがそれぞれに
使って遊び始める姿があった。大きくて年少児にも集めやすく、イメージが広がって
いる様子が見られて、この時期ならではの楽しみになっている。 

→秋の季節を味わいながら、一つひとつの出来事を通して、みんなで暮ら

す園の生活を楽しいと感じられるようにしていきたい。 

ひと（自分・周りの人） 
・音楽に合わせて踊ったり、音楽劇を演じたりなど、皆が楽しんでいる遊びに魅かれ、やっ

てみる姿がたくさん見られた。面白そうだとすぐに関わる人もあれば、じーっと何日も見
ていて、その人のタイミングで関わる人もあり、興味深い。 

・早生まれの子どもたちが、やや遅れて「きらい！」「やだ！」と相手を拒絶する表現を使い
始めたことを受け、今までよく使っていた他の子どもたちが傷ついて泣いたり、怒ったり
することが見られるようになってきた。言葉が子どもたちの間に行きかうようになってきた
ことを感じる。まだまだ思いを表す言葉のチョイスは難しく、伝えきれずに、手が出てしま
うことも多い。どうしたら、相手に思いが伝わるのか、相手はどう感じているのか、戸惑っ
たりぶつかったりしながら、考えている姿を丁寧に受けとめていきたい。 

→一人ひとりの好きなことが重なる中で生まれてきた、友達や周りの人への

思いやつながりを、教師も一緒に感じ、味わいながら、豊かな関わりに広

がっていくように、大切に育んでいきたい。 

モノ 
・火曜日に再び絵具を出した。今回も大きな段ボールに絵具を数色。早速、靴下を脱

ぎ、裸足になって、自分の手や足に絵具を塗る人、気に入った色をお皿にとって、丁
寧に好きなものを描き始める人、色々な色を混ぜる面白さに夢中な人・・取り組む様子
はさまざまだが、のびのびと楽しんでいた。葉っぱに色を塗る人があったので、段ボー
ルに貼り付けられるように、糊も出してみた。糊と絵具を混ぜ合わせて、手でぐちゃぐち
ゃしてみたり、教師が花を貼り付けるのを見て、一緒にやってみる人が出てきたりなど、
表現が広がっていった。 

・三和土にチョークを出し、落書きを楽しんだ。ひたすら長く線を引いたり、似顔絵を描い
たり、水をかけてこすって消したり…。朝のまだ遊び出せないときや遊びの合間に、ち
ょうどいい空間になっていた。 

・年長・年中児の牛乳パックの電車に刺激を受け、年少児も電車好きな人を中心に、牛
乳パックをひたすらつなごうとしている。養生テープの扱いが難しそうな人もあれば、器
用に使いこなす人もあり、個人差が大きい。三和土にチョークで線路を描いたり、廊下
に積み木で駅を作ったりすると、自分の電車をもってきて、嬉しそうに走らせていた。 

→モノの感触を味わい、丁寧にじっくりと関わることで、子どもたちの表現

の世界が豊かに広がっていくように支えたい。 

園庭：園庭やお山を散策・砂場・絵

具で描画・虫探し・ダンス・かけっこ

など 

保育室・廊下：電車・製作･ごっこ遊

び・ウレタン積み木 など 

園庭：園庭やお山を散策・砂場・絵

具で描画・虫探し・ダンス・かけっこ

など 

保育室・廊下：電車・製作･ごっこ遊

び・ウレタン積み木 など 

◎週の省察
→ ・ 「前週の子どもの姿」を踏まえて週案を計画

・ 「前週の子どもの姿」のドキュメンテーションを
保護者と共有 付箋紙を用いて、対話にも活用

次年度へ

◎週の省察
→ ・ 「前週の子どもの姿」を

踏まえて週案を計画
・ 「前週の子どもの姿」の

ドキュメンテーションを
保護者と共有
付箋紙を用いて、対話にも活用

◎期の省察
→ ・ 学期ごとに、「遊びと生活の履歴」をまとめ、

保育を省察するとともに、
次学期・次年度の計画へ活かす

次年度へ

◎週の省察
→ ・ 「前週の子どもの姿」を

踏まえて週案を計画
・ 「前週の子どもの姿」の

ドキュメンテーションを
保護者と共有
付箋紙を用いて、対話にも活用

◎年の省察
→ ・ 子どもの育ちについて語り合い、次年度に活かす

・ 教育課程の修正
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保育の評価の在り⽅

〜本園の保育の評価の在り⽅〜
⽇、週、期、年と、⼦どもの育ちについて、対話を⼤切にし、
省察を重ね、次のよりよい保育に活かしていく営み

※今年度は、地域との研究会「保育を語り合う会」実施→評価につなげる

３歳児〜５歳児の保育の実際

【⽩雪姫の劇】の事例

誕⽣会で、教師たちが『⽩雪姫』
の⾳楽劇を演じたことがはじまり

⽩雪姫の劇の事例

⽩雪姫は、４歳児担任が
ドレスをはいて演じた

「⽩雪姫になりたい」と、担任と５歳児にド
レスを借りに⾏き、ごっこ遊びを始めた

４歳児

劇というより、⽩雪姫になっ
てみることを楽しめるように
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たまたまやってきた3歳児、
「私もドレスを着たい」

３歳児

ドレスという魅⼒的なもの
に⼼を動かされた姿を、教
師が⽀えると、他の⼦ども
たちも「着てみたい」と動
き出す

「⽩雪姫の劇をやろう」という声が上がる３歳児

みんなで⼀緒に動いてみる。
劇には程遠いけれど、繰り
返し楽しむ。

３歳児と５歳児 その様⼦に気付いた５歳児、⼩道具を運んだり、役
を演じたりして、遊びを⽀えようと関わり始めた。

5歳児 ３歳児を⽀えたことがきっかけとなり、５歳児だけで劇の
準備を始めた。

本格的に劇を楽しむ姿を、担任と共に、他の教師たちも⼀緒に⽀えた。
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観客として劇にじっくりと⾒⼊る。４歳児

興味はあるけれど、
すぐには動かない姿
を、教師は⾒守った

5歳児に誘われると、1⼈、また1⼈と
「私もやってみたい」と参加し始めた。

４歳児４歳児

「⽩雪姫の劇」の事例の考察

「関わり」「接続」の視点を
重視した教育課程の編成

⇓
【⼦ども】

学年はもとより、
学年を越えた関わり合いも
豊かになった

【教師】
⼦どもたちの姿や関わり合い、
出来事を共有していこうとする
連携が強まった

学年の育ちを踏まえつつ、⼀⼈
ひとりの育ちをより丁寧に捉え
ようとする認識が⾼まった

「⽩雪姫の劇」の事例の考察
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「⽩雪姫の劇」の事例の考察

・⼼地よさを重ねていく３歳児

それぞれの育ちを捉えて⽀える教師の姿がある

・⾃分らしく
動き出そうとする４歳児

・⾃分らしさを
発揮していく５歳児

⽩雪姫という
「こと」に
互いに関わり合う

「関わり」「接続」の視点を重視した教育課程の編成
⇓

【⼦ども】
・学年はもとより、学年を越えた関わり合いが
豊かになり、育ち合う姿が⾒られる

【教師】
・⼦どもたちの姿や関わり合い、出来事を
共有していこうとする連携が強まった

・学年の育ちを踏まえつつ、⼀⼈ひとりの育ちを
より丁寧に捉えようとする認識が⾼まった

【幼児への効果】
・⼊園接続期、⼦どもも保護者も、安⼼して過ごす
・学年はもとより、学年を越えた関わりが豊かになる
・幼⼩接続期、⾃分に⾃信をもち、周りの⼈や仲間との⽣活や環境を⼤切に
しようとする

研究開発の成果 研究開発の成果

・⼊園接続期、
⼦どもも保護者も、安⼼して過ごす

・学年はもとより、
学年を越えた関わりが豊かになる

・幼⼩接続期、
⾃分に⾃信をもち、
周りの⼈や仲間との⽣活や環境を
⼤切にしようとする

【幼児への効果】
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研究開発の成果
【教師への効果】
・⼊園・幼⼩接続期だけでなく、学年間の接続も意識した実践
・教師⾃⾝の⾝体・関わりのありようの探究
・⼦どもの育ちや関わり合い、出来事を共有しようとする連携の強化
・評価（地域からの評価も含む）の在り⽅を意識した保育実践

【保育の評価の在り⽅】

研究開発の成果

【保育の評価の在り⽅】

・評価（地域からの評価も含む）の
在り⽅を意識した保育実践

・⼦どもの育ちや関わり合い、出来事を
共有しようとする連携の強化

・教師⾃⾝の
⾝体・関わりのありようの探究

・⼊園・幼⼩接続期だけでなく、
学年間の接続も意識した実践

【教師への効果】

研究開発の成果
【保護者への効果】
・園と保護者との対話から、保護者同⼠の対話・⽀え合いへ
・園と保護者とで共に保育を考え合う
・⼦育てに対する保護者の意識の変容

【研究だより】【ホットモタイム】

【ドキュメンテーションを介しての対話】

【研究だより】【ホットモタイム】

【ドキュメンテーションを介しての対話】

研究開発の成果
【保護者への効果】

・園と保護者との対話から、
保護者同⼠の対話・⽀え合いへ

・園と保護者とで共に保育を考え合う

・⼦育てに対する保護者の意識の変容
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研究開発の成果
【地域への効果】
・三園合同研究会
・保育を語り合う会（地域に開いた保育研究会）
・育育⼿帖（⼦育てに関するリーフレット）の発⾏・配布

【三園合同研究会】

研究開発の成果
【地域への効果】

【三園合同研究会】

・三園合同研究会

・保育を語り合う会
（地域に開いた保育研究会）

・育育⼿帖の発⾏・配布
（⼦育てに関するリーフレット）

今後の課題

【教育課程について】
・教育課程やカリキュラムに表しきれない、

学年間の段差を捉えた教師の関わり、環境構成のありよう
・「幼保⼩架け橋プログラム」へとつなげる意識
・⾝体を通して⼦どもと関わり合う保育の⽇常の発信、

及び保護者や地域とのネットワークの構築

【保育の評価の在り⽅について】
・地域の幼稚園等施設や⼩学校、⼤学教員を巻き込んだ、評価の体制作り

など

【社会とのつながり】
・⼤学附属の利点を活かした、「⼦育ち・⼦育て⽀援プログラム」の開発

など

今後の課題

【教育課程について】
・教育課程やカリキュラムに表しきれない、

学年間の段差を捉えた教師の関わり、環境構成のありよう
・「幼保⼩架け橋プログラム」へとつなげる意識
・⾝体を通して⼦どもと関わり合う保育の⽇常の発信、

及び保護者や地域とのネットワークの構築

【保育の評価の在り⽅について】
・地域の幼稚園等施設や⼩学校、⼤学教員を巻き込んだ、

評価の体制作りなど

【社会とのつながり】
・⼤学附属の利点を活かした、

「⼦育ち・⼦育て⽀援プログラム」の開発など

【教育課程について】

【保育の評価の在り⽅について】

【社会とのつながり】
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３歳児 ４歳児 ５歳児

自
分
と
の

か
か
わ
り

人
と
の

か
か
わ
り

も
の･

こ
と
と
の

か
か
わ
り

⼦どもへの願い（教育⽬標）
・⾃分のことを⼤切にする ・周りの⼈を⼤切にする ・環境を⼤切にする

子どもたちの育ちの姿を

かかわりの視点で捉え
教育課程を作成

自分

人

もの・こと

身体性に意識をおいて関係を作っていく 関係を支える

教育課程

教師の関わりのポイント

ゆるやかなつながり
安心

入園接続期

なめらかな接続
適度な段差

幼小接続期

◆研究開発課題 幼児の発達と学びの連続性を踏まえた幼稚園の教育課程(３歳児〜５歳児)の編成
及び保育の実際とその評価の在り⽅についての研究開発

評価のサイクル

グランドデザイン


